
高
梁
の

近
代
化
遺
産
⑮

高梁高校前踏切。御根小屋跡を線路が横切っています。

伯
備
線
を
考
え
る

　

明
治
維
新
の
後
、
わ
が
国
に
は
欧
化
主
義
や
廃は
い

仏ぶ
つ

毀き

釈し
ゃ
く

な
ど
、
日
本
の
伝
統
文
化
を
軽
視
す
る
風
潮
が

横お
う

溢い
つ

。
わ
が
国
古
来
の
文
化
財
破
滅
の
危
機
を
招
き

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
文
部
省
の
前
身
と
な
る
大
学

は
、
太だ

政じ
ょ
う

官か
ん

布ふ

告こ
く

「
古こ

器き

旧き
ゅ
う

物ぶ
つ

保ほ

存ぞ
ん

方か
た

」
を
布
告
。

文
化
財
の
散
逸
防
止
を
促
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
わ

が
国
最
初
の
文
化
財
保
護
措
置
で
す
。

　

明
治
13
年
か
ら
は
、
内
務
省
が
古
寺
保
存
金
を
全

国
の
寺
社
に
交

付
。
明
治
21
年

に
は
宮
内
省
に

「
臨
時
全
国
宝ほ

う

物も
つ

取と
り

調し
ら
べ

局き
ょ
く

」
が

設
置
さ
れ
、
岡お

か

倉く
ら

天て
ん

心し
ん

ら
が
古こ

文も
ん

書じ
ょ

や
絵
画
、

工
芸
品
、
書し

ょ

跡せ
き

な
ど
の
宝
物
類

を
調
査
。
優
品

に
対
す
る
鑑
査

状
発
行
や
登
録

業
務
に
携
わ
り
ま
し
た
。
明
治
30
年
の
「
古こ

社し
ゃ

寺じ

保ほ

存ぞ
ん

法ほ
う

」
は
、
古
社
寺
が
保
存
す
る
建
造
物
や
宝
物
の

保
存
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、「
文
化
財
保
護
法
」

の
原
型
と
な
り
ま
し
た
。

　

わ
が
国
は
僅わ

ず

か
約
30
年
で
近
代
化
を
成
し
遂
げ
た

国
で
す
。
急
速
な
土
地
開
墾
、
道
路
・
鉄
道
の
新

設
、
工
場
設
置
な
ど
が
史し

蹟せ
き

や
天
然
記
念
物
の
破
壊

を
招
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
背
景
か
ら
制
定
さ
れ
た

の
が
、
明
治
７
年
の
太だ

政じ
ょ
う

官か
ん

達た
つ

「
古
墳
発
見
ノ
節
届

出
方
」、
明
治
13
年
の
宮
内
省
達
「
人
民
私
有
地
内

古
墳
発
見
ノ
節
届
出
方
」、
大
正
８
年
の
「
史
蹟
名

勝
天
然
紀き

念ね
ん

物ぶ
つ

保
存
法
」
で
し
た
。

　

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
伯
備
線
を
下
っ
て
み
ま

し
ょ
う
。
倉
敷
起
点
35
・
49
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
あ
る

「
高
梁
高
校
前
踏
切
」
で
、
線
路
は
御お

根ね

小ご

屋や

跡
を

横
切
っ
て
い
ま
す
。
鉄
道
遺
産
と
い
う
言
葉
が
使
わ

れ
る
今
日
、「
高
梁
高
校
前
踏
切
」
は
ど
う
評
価
し

た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

　
『
伯
備
線
建
設
概
要
（
鉄
道
省
岡
山
建
設
事
務

所
、
昭
和
３
年
）』
は
、
高
梁
以
北
の
ル
ー
ト
選
定

に
際
し
、
成
羽
回
り
も
検
討
し
た
と
述
べ
て
い
ま

す
。
現
在
の
国
道
３
１
３
号
線
と
県
道
新
見
川
上
線

を
辿
る
ル
ー
ト
で
あ
っ
た
ろ
う
と
想
像
し
ま
す
。
伯

備
線
計
画
が
持
ち
上
が
っ
た
大
正
期
、
成
羽
町
坂
本

の
三
菱
吉
岡
銅
山
に
陰
り
が
見
え
始
め
、
反
面
、
新

見
市
井
倉
地
区
の
石
灰
が
、
新
し
い
建
築
資
材
の
主

役
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
原
料
と
し
て
注
目
さ
れ
始
め

て
い
ま
し
た
。
事
実
、
伯
備
・
姫
神
・
芸
備
線
開
業

を
睨に

ら

ん
だ
小
野
田
セ
メ
ン
ト
（
現
在
の
太
平
洋
セ
メ

ン
ト
）
は
、
伯
備
線
開
業
後
、
新
見
市
正し

ょ
う

田で
ん

に
阿あ

哲て
つ

工
場
を
建

設
し
て
い

ま
す
。

　

井
倉
回

り
は
敷
設

費
に
於お

い

て
も
有
利

で
あ
っ
た

よ
う
で
す

が
、
開
業

後
の
貨

物
・
旅
客

輸
送
を
考

慮
す
る

と
、
鉄
道
省
は
「
高
梁
高
校
前
踏
切
」
を
設
け
ざ
る

を
え
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

伯
備
線
が
高
梁
川
を
渡
る
の
は
木
野
山
駅
・
備
中

川
面
駅
間
が
最
初
で
、
高
梁
市
内
に
は
第
一
か
ら
第

四
ま
で
の
高
梁
川
橋
梁
が
架か

設せ
つ

さ
れ
ま
し
た
。
も
し

も
、
伯
備
線
成
羽
駅
が
開
業
し
て
い
た
ら
、
４
つ
の

高
梁
川
橋き

ょ
う

梁り
ょ
う

や
方
谷
駅
は
存
在
し
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

大
正
15
年
６
月
20
日
、
備
中
高
梁
駅
が
当
時
の
市

街
地
か
ら
離
れ
た
場
所
に
開
業
し
ま
し
た
。
駅
が
町

外
れ
に
建
設
さ
れ
た
理
由
に
は
諸
説
あ
る
よ
う
で
す

が
、
伯
備
線
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
高
梁
の
近
代

は
一
層
お
も
し
ろ
い
も
の
に
な
り
ま
す
。

（
文
・
吉
備
国
際
大
学
社
会
学
部
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
准
教
授
・
小
西
伸
彦
さ
ん
）

備中川面駅の木野山駅方に架かる第二高梁川橋梁。もしも、
伯備線が成羽回りで敷設されていたら、この景色は存在し
ないかもしれません。
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